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大和高田市長
　吉　田　誠　克

　新年、明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、平成26年の輝かしい初春を
健やかにお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
　旧年中は、市政全般にわたりまして、市民皆さまの
ご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げますととも
に、新春を迎え、大和高田市の一層の躍進をめざし
てまいりたいと、心を新たにしております。
市長に就任以来、市財政健全化を最優先課題と

とらえ、行財政改革を実行し、現在では3年連続の
黒字決算となっております。
引き続き、財政規律を維持する一方で、各事業、

各施策の積極的な推進により、「高田の夢」をかた
ちにし、魅力あるまちづくりを進め、本市の将来の発
展、飛躍をめざしてまいります。
今後は、市の人口減少を抑制し、増加を図ること

が課題ととらえており、その方策のひとつとして、観
光分野に積極的に取り組んでまいります。
本市の既存の観光資源である、大中公園の高田

千本桜、奥田蓮取り行事や、商・工・農に関する
地場産品などの積極的なPRに努めるとともに、更に、
新たな観光資源の発掘として、市内各地域で行われ
ている伝統行事や、夏、秋祭りなどを再発見し、また、
それらを活用した産業の振興に取り組んでまいります。
このような取り組みにより、大和高田市の魅力を広

く市内外に発信し、多くの人々が本市を訪れ、まちの
にぎわいを呼び起こす契機にしたいと考えております。
また、本市の特性であります、小さな市域のなか

に国・県の機関や市公共施設が集中し、更には、
市立病院、市立商業高校を有している効率的、機能
的なコンパクトシティであることや、従来より、鉄道、
道路網が発達し、大阪、京都などへも短時間で移動
できることなど、住みよい、暮らしやすいまちを積極的
にPRしてまいります。
市民の皆さまには、本市の良さの再確認、また、

市外の方には、大和高田市に興味や関心を持ってい
ただき、あらゆる世代が住み、暮らしていただくことを
めざしてまいります。
今後も市民の皆さまには、なお一層のご支援ご協

力をお願い申し上げますとともに、より良い年となりま
すことを心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつとい
たします。

大和高田市議会議長
　島　田　保　継

　新年、明けましておめでとうございます。
市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと、
心からお慶び申し上げますとともに、日ごろより市政
に対する暖かいご理解とご協力を賜り、厚くお礼申
し上げます。
市議会を代表いたしまして、謹んで新年のごあいさ
つを申し上げます。
　昨年、2020 年の夏季オリンピック・パラリンピ
ック競技大会の開催地が東京都に決定されました。
大きなスポーツの祭典が身近で行われるのは大変
喜ばしいことであり、オリンピック出場をめざして頑
張っておられる選手にとっても、大きな励みになるこ
とでしょう。
　また、オリンピックの開催に伴い、大きな経済効
果も期待されており、国全体が活気に満ちた年に
なることを願うとともに、本市におきましても、活気
のあるまちづくりに向けた行政施策を、構築してい
かなければならないと考えています。
　まず最初に、人口の減少を抑制する施策が、一
番の課題ではないかと考えます。本市の人口は、
平成 12年の 76,232 人をピークに、減少し続けて
います。本市に人を呼び込むことが、にぎわいのあ
る活気のあるまちづくりの第一歩として捉え、あらゆ
る施策を講じなくてはなりません。執行機関もこの
施策について検討されており、市議会といたしまし
ても、住んでみたくなるまちづくりに、精一杯取り組
んでいきたいと考えています。
そして、文化・スポーツ・自治振興等、市民の皆
さま一人一人の活動により、大和高田市があらゆ
る面で頑張っている姿を、広く知っていただくことも
大変重要です。本市の施策に興味を持っていただ
くことから、人口の増加につなげ、本市の産業等、
あらゆる面で活気のあるまちづくりを構築していけれ
ばと、考えています。
　最後になりましたが、市民の皆さまのご多幸をお
祈りするとともに、本年も相変わらぬご支援とご協力
を賜りますよう、心からお願い申し上げまして、新
年のごあいさつといたします。

「高田の夢」を
かたちに！

活気のある
まちづくりを

謹　賀　新　年
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　商工業・農業の各分野で著しい功績をあげられ、市の発展に貢献されている皆さんが、産業優良従事者とし
て、11月20日に表彰されました。
　受賞された皆さんに、深く敬意を表すとともに、今後、なお一層の活躍を期待して、お祝い申し上げます。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、

工
業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
工
業
従
事
者

　

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て

誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に

お
け
る
勤
務
成
績
が
優
秀
で

あ
る
と
と
も
に
、職
務
に
対
す
る

努
力
が
他
の
模
範
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
従
業
員

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、

商
業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
商
業
従
事
者

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、

農
業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
農
業
従
事
者松田 充代さん

當麻 和重さん

森田 榮一さん

中川 吉生さん

岡村 邦夫さん

辻 修さん喜多 健夫さん

永松 重信さん

辻本 誠さん 藤川 達也さん

多田 浩治さん

産業優良従事者表彰
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高
田
に
は
、
馬
と
か
か
わ
る
古
地
名
や
通
称
が
あ

り
ま
し
た
。「
バ
バ
（
馬
場
）」、
「
馬
場
前
（
バ
バ
マ

エ
）」、
「
ウ
マ
ビ
ヤ
シ
（
馬ば

冷れ
い

池い
け

）」、「
う
ま
の
川
」、

「
う
ま
道
」
等
で
す
。
古
地
名
「
馬
場
」
は
、
旭

あ
さ
ひ

北き
た

町
の
市
立 

片か
た

塩し
お

小
学
校
運
動
場
北
に
、
中
世
の
大
和

武
士 

高
田
氏
（
當と

う
ま麻

氏
）
の
居
城
高
田
城
が
あ
っ
て
、

馬
を
調
教
し
た
馬
場
は
、
現
在
、
小
学
校
横
の
溜
池

で
す
（
明
治
26
年 

葛
城
川
越
え
鉄
道
桜
井
線
の
築
堤

の
盛
土
に
使
っ
た
土
取
り
新
池
）

 

。

　
「
馬
場
前
」
は
、
国
道
１
６
６
号
線
、
初は

せ瀬
街か

い
ど
う道

（
横よ

こ

大お
お
じ路

）
の
南
側
、
旭

あ
さ
ひ
み
な
み
　
　

南
町
の
一
部
を
指
し
ま
す
。

　

和わ
し
ゅ
う州

高
田
城
は
、
周
り
を
内
堀
、
外
堀
に
囲か

こ

ま
れ

て
い
た
が
、
豊と

よ
と
み臣

末
期
に
廃
城
に
な
り
、
内
、
外
堀

を
埋う

め
る
土
が
要
す
る
為
、
常じ

ょ
う
こ
う
じ

光
寺
の
六ろ

く

池い
け

が
作
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

後
年
、
六ろ

く

池い
け

が
埋
め
ら
れ
、
昭
和
47
年
に
、
片か

た

塩し
お

町
か
ら
移
転
し
た
片
塩
小
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詩
人
・
野
口
雨う

情
じ
ょ
う

が
高
田
に
来
て
「
高
田
城し

ろ
あ
と址

名
ば

か
り
残
る
思
ヤ
い
く
年
た
っ
た
や
ら
」
の
詩
を
作
り

ま
し
た
。「
ウ
マ
ビ
ヤ
シ
」
は
、
武
士
が
毎
日
乗
馬

の
あ
と
馬
の
汗
や
泥
を
洗
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

後
年
、
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
あ
っ
た
場
所
に
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー

ル
の
建
物
や
児
童
公
園
が
出
来
て
、
公
園
池
の
風
景

が
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

大
中
の
高
田
小
学
校
南
横
の
道
か
ら
西
へ
、
高
田

川
堤
へ
行
く
野の

は
ら原

道み
ち

に
、
農
家
の
人
が
田
畑
で
使
役

に
使
っ
た
牛
馬
の
汚
れ
を
洗
っ
た
小
川
「
う
ま
の
川
」

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
川
に
は
、
小
魚
や
ホ
タ
ル
も

い
て
、
棉わ

た

畑
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
初
め
の
こ
ろ
で

す
。
昭
和
末
か
ら
平
成
に
、
大
中
公
園
付
近
は
整
備

さ
れ
ま
す
。「
う
ま
の
川
」
は
、
蓋ふ

た

を
さ
れ
て
暗あ

ん
き
ょ渠

の

中
を
流
れ
て
い
る
の
で
、
昔
の
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
う
ま
道
」
は
、
寺じ

な
い内

裏う
ら
ま
ち町

（
内
本
町
・
南
本
町
）

に
江え

ど
ち
ゅ
う
も
ん

戸
注
文
繰く

り

綿わ
た

買か
い

継つ
ぎ 

問と
い
や屋

仲な
か
ま間

と
し
て
、

村む
ら
し
ま
や

島
屋
長ち

ょ
う
べ
え

兵
衛
、
松ま

つ
む
ら
や

村
屋
善ぜ

ん

助す
け

が
盛
名
を
馳
せ
て
い

た
こ
ろ
の
道
で
す
。

　
　
　
　
　
　

語
り
手

　

中　

川　

俊　

一

『
高
田
のも

の
が
た
り
』
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両
問
屋
は
各
農
家
か
ら
大
量
に
買
い
付
け
た
綿

を
、
馬
と
船
で
大
阪
を
経
て
、
江
戸
（
東
京
）
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。
高
田
の
繰く

り

綿わ
た

問と
い
や屋

か
ら
大
阪
、
江

戸
へ
の
運
搬
は
、
馬
の
背
に 

綿わ
た

荷に

（
１
３
５
㎏
）
を

背
負
っ
て
高
田
を
出
発
す
る
馬
の
行
列
は
、
高
田
天

神
社
前
を
北
に
進
み
、
池い

け
じ
り尻

あ
た
り
で
西
に
曲
が
り
、

六ろ
く
ど
や
ま

道
山
（
旧
広
瀬
郡
大
塚
村
）
付
近
で
高
田
川
に
架か

か
る
「
馬う

ま

渡わ
た

し
の
橋
」
を
渡
っ
て
、
西
方
に
進
み

別べ
っ
し
ょ所

、
瓦

か
わ
ら
 口ぐ
ち

、
下し

も
だ田

、
逢お

う
さ
か坂

、
関せ

き
や屋

越
え
で
国こ

く
ぶ分

の

荷に

つ継
ぎ
問と

い
や屋

剣け
ん
さ
き先

船ふ
な
つ
き
ば

着
場
へ
…
…
。

　

又
、
王
寺
村
達だ

る
ま
じ

磨
寺
あ
た
り
を
経
て
、
大
和
川

亀か
め
の
せ瀬

藤
井
荷
継
ぎ
問
屋
船
着
場
ま
で
送
り
、
藤
井
か

ら
国
分
と
同
様
、
剣け

ん
さ
き先

船ぶ
ね

で
大
阪
へ
、
大
阪
か
ら
は

太
平
洋
沿
岸
回
り
大
型
廻
船
で
江
戸
ま
で
輸
送
し
て

い
ま
し
た
。

　

高
田
地
方
の
往
路
（
繰く

り

綿わ
た

、
木も

め
ん綿

、
米べ

い
こ
く穀

、
灯と

う

油ゆ

、

種た
ね

粕か
す

）　

帰
路
（
魚ぎ

ょ
る
い類

、
干ほ

し

鰊
 
に
し
ん、

昆こ
ん
ぶ布

、
日
用
品
）
等
、

明
治
24
年
高
田
に
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で
、
馬
に
よ

る
陸
路
運
送
で
し
た
。

　

開
通
後
は
高
田
駅
貨
物
場
か
ら
牛
車
、
馬ば

り
き力

、
荷

車
等
に
よ
る
運
送
業
（
高
田
通
運
）
に
変
わ
り
ま
す
。

大
和
川
を 

魚や

梁な

舟ぶ
ね

で
利
用
出
来
る
川
は
、
初は

せ
が
わ

瀬
川
、

寺て
ら
が
わ川

、
飛あ

す
か鳥

川が
わ

の
三
支
流
で
あ
り
、
他
は
水
量
が
足

り
な
い
川
が
ほ
と
ん
ど
で
、
高
田
川
、
葛
城
川
な
ど

多
く
の
支
流
の
地
方
は
、
人
が
荷
を
背
負
っ
て
運
ぶ

か
、
馬
に
よ
る
運
搬
で
あ
り
、
中
世
か
ら
荷
車
（
大

八
車
）
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
平
地
の
整

備
し
た
道
で
な
い
と
動
か
ず
、
山
道
、
峠
な
ど
で
は

使
用
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

馬
は
賢
い
の
で
、
足
場
の
悪
い
場
所
で
も
自
分
で

選
ん
で
歩
く
の
で
、
重
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
牛

は
、
農
作
業
の
力
仕
事
や
平
地
の
運
搬
に
使
用
し
て

い
ま
し
た
。

　

高
田
の
卸
商
問
屋
の
荷
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
馬
の

背
に
（
一
駄
）
36
貫
（
１
３
５
㎏
）
を
積
ん
で
山
道

越
え
を
し
て
い
ま
し
た
。
香
芝
市
二に

じ
ょ
う上

の
馬
場
、
王

寺
町
の
馬
場
は
、
関
屋
峠
越
や
亀
瀬
峠
越

の
馬
や
馬ま

ご子
の
休
憩
場
所
か
ら
来
た
地
名

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
献
を
見
る
と
、
王
寺
地
方
の
農
家
の

人
は
、
農
作
の
合
間
に
、
亀か

め

瀬の
せ

村
藤ふ

じ
い井

に

あ
っ
た
藤
井
問
屋
の
荷
物
運
搬
に
、
王
寺

の
馬
荷
送
組
合
を
通
じ
て
引
き
受
け
、
馬 

一い
っ
と
う頭

の
荷
物
を
一い

ち
だ駄

と
言
い
、
運
び
賃

（
駄だ

ち
ん賃

）
を
貰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
当

時
の
子
ど
も
は
、
お
使
い
の
礼
金
を
お

駄だ
ち
ん賃

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
高
田
に
乗の

り
あ
い合

馬ば
し
ゃ車

」
駅え

き

馬ば
し
ゃ車

？

　

明
治
末
ご
ろ
か
ら
数
年
間
、
乗
合
馬
車
が
、
高

田
南

み
な
み

町
の
辻つ

じ
じ
ん甚

前
よ
り
、
今
の
葛
城
市
長な

が
お尾

（
竹

ノ
内
）
間
を
旅
客
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
た
と
、
祖

父
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
田
か
ら
発
行
し
て
い
た
明
治
40
年
創

刊
の
文
芸
雑
誌
『
敷
島
（
シ
キ
シ
マ
）』
に
高
田
の

文
学
青
年
大
谷
桃
渓(

桃
花)

さ
ん
が
投
稿
し
た
、

〈
三
行
小
品
〉
題
名
「
乗
合
馬
車
」
の
文
が
あ
り
ま

す
。　

　

お
わ
り明治時代の高田の地図〔中川俊一氏提供〕
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▼高田川で水あそび（古川橋あたりから北向きに撮影）

　

夏
の
日
の
入
り
は
遅
い
と
は

い
え
、
も
う
と
っ
く
に
太
陽
は

ニふ
た

上か
み

山や
ま

に
沈
み
、
あ
た
り
一
面

真
っ
暗
と
な
っ
た
、
昭
和
９
年

の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
丈
夫
！
も
う
遅
い
よ
、
早

く
上
が
っ
て
お
い
で
。
そ
う
そ

う
正
ち
ゃ
ん
も
上
が
っ
て
お
い

で
。
お
母
さ
ん
が
、
早
く
帰
る

よ
う
に
言
っ
て
た
よ
」

正
ち
ゃ
ん
は
素
直
に

「
ハ
イ
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
返
事
を
返
し
た
が
、
丈
ち
ゃ

ん
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

「
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
よ
。
ロ
ー

ソ
ク
の
灯
が
消
え
た
ら
帰
る

よ
」

「
あ
ん
た
は
い
つ
も
そ
ん
な
こ

と
言
っ
て
。
す
ぐ
帰
る
ん
で
す

よ
。
わ
か
っ
た
ね
！
」

母
は
、少
々
語
気
を
荒
げ
た
が
、

丈
ち
ゃ
ん
に
は
馬
耳
東
風
。
一

向
に
止
め
よ
う
と
は
し
な
い
。

　

そ
う
そ
う
、
こ
ん
な
書
き
出

し
で
は
、
２
人
が
一
体
ど
こ

で
何
を
し
て
い
る
の
か
、
一

向
に
判
ら
な
い
が
、
陽
も
と

っ
ぷ
り
暮
れ
た
夜
の
９
時
と

い
う
の
に
、
幼
い
子
ど
も
２
人

が
、
火
の
点
い
た
ロ
ー
ソ
ク
の

傍
ら
で
、
一
言
も
喋
る
こ
と

も
な
く
、
た
だ
た
だ
静
か
に

座
り
こ
ん
で
、
何
か
を
ジ
ッ

と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
一

点
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
先
に
は
川
エ
ビ

が
２
、３
尾
、
先
ほ
ど
仕
掛
け

た
竹
製
の
モ
ン
ド
リ
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

２
人
が
夢
中
に
な
っ
て
い
た

の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
２
人
が
遊
ん
で
い
る
場

所
と
、
遊
び
の
仕
掛
け
を
説
明

し
て
お
こ
う
。
二
人
の
い
る
場

所
は
、
街
の
真
ん
中
を
流
れ
て

い
る
旧
高
田
川
（
現
在
の
中
央

道
路
）
の
中
州
で
あ
る
。
中
州

と
言
っ
て
も
、
何
ぶ
ん
に
も
川

そ
の
も
の
の
川
幅
が
10
メ
ー
ト

ル
に
も
満
た
な
い
川
の
こ
と
。

中
州
も
縦
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
２

メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
さ
な
中
州

で
、
土
質
と
い
え
ば
サ
ラ
サ
ラ

の
川
砂
で
あ
る
。
そ
れ
と
言
う

の
も
、
葛
城
・
金
剛
国
定
山
系

を
源
流
に
、
花
内
・
東
室
・
奈

良
文
短
大
・
東
中
を
経
て
、
大

和
川
に
流
入
す
る
曽
我
川
と
の

合
流
地
点
、
河
合
町
長
楽
ま
で

の
全
長
15
キ
ロ
程
の
川
で
、
川

砂
の
大
半
は
、
山
崩
れ
で
長
年

か
け
て
流
出
し
た
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
の

砂さ
れ
き礫
で
出
来
て
い
る
せ
い
か
、

小
さ
な
子
ど
も
の
素
手
で
で

も
、
楽
に
掘
れ
る
の
で
あ
る
。

「
正
ち
ゃ
ん
お
前
こ
こ
堀
り
。

俺
こ
こ
堀
る
わ
」

　

正
ち
ゃ
ん
は
、
丈
ち
ゃ
ん
に

言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
指
定
さ

れ
た
場
所
に
小
さ
い
手
で
エ
ビ

の
誘
魚
道
を
掘
り
始
め
た
。
幅

20
セ
ン
チ
、
深
さ
５
セ
ン
チ
程

度
の
溝
で
あ
る
。
そ
の
根
元

に
、
竹
製
の
モ
ン
ド
リ
を
埋
め

込
み
、
雑ざ

こ魚
の
入
る
開
口
部
分

の
一
部
を
砂
で
覆
い
、
エ
ビ
や

雑
魚
の
入
り
易
い
よ
う
に
丁
寧

に
手
の
平
で
均な
ら

し
、
入
口
の
両

脇
に
ロ
ー
ソ
ク
を
立
て
点
火
す

る
と
、
準
備
完
了
で
あ
る
。
後

は
た
だ
、
エ
ビ
や
雑
魚
の
遡そ
じ
ょ
う上

を
待
つ
だ
け
で
、「
火
振
り
漁
」

の
理
屈
で
あ
る
。
灯
り
に
誘
わ

れ
た
エ
ビ
が
入
る
と
い
う
仕
掛

け
で
、誰
に
教
わ
る
で
も
な
し
、

子
ど
も
な
が
ら
に
、
自
然
に
会

得
し
た
漁
法
で
あ
る
。
漁
果
と

言
え
ば
い
つ
も
大
漁
で
、
今
日

も
金か
な
だ
ら
い盥
一
杯
の
大
漁
で
あ
る
。

　

さ
て
、
子
供
と
の
付
き
合
い

話
も
こ
の
辺
で
終
わ
り
、
本
題

の
川
の
話
に
入
り
ま
す
か
。
川

に
は
、
上
流
か
ら
宮
前
橋
（
竜

王
橋
）、
雛
倉
橋
、
古
川
橋
、

天
神
橋
、
好
仁
橋
、
大
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
案
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
沈
下

橋
で
す
。
現
在
の
大
和
信
用

金
庫
高
田
支
店
か
ら
向
こ
う

岸
（
村
島
硝
子
の
倉
庫
）
に

渡
る
た
め
架
か
っ
て
い
た
橋

で
、
手
す
り
の
無
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
も
の
で
、
大
水

が
出
る
と
水
中
に
没
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
川
は
、
大
雨
が
降
る
と
よ

く
川
水
が
あ
ふ
れ
た
も
の
で

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て

き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

▲古川橋付近
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❶ 大橋（おおはし）

❷ 好仁橋（こうじんばし）

❸ 天神橋（てんじんばし）

❹ 古川橋（ふるかわばし）

❺ 雛倉橋（ひなくらばし）

す
。
一
番
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
た
の
は
、
明
冶
22
年
６
月

17
・
18
日
の
大
雨
で
す
。
文
献

に
よ
れ
ば
、
高
田
川
の
増
水
で

堤
防
が
決
壊
し
、
濁
流
が
馬
冷

池
に
流
れ
込
み
、
馬
冷
池
北
側

の
堤
防
が
崩
れ
て
、
一
面
が
湖

化
。
雨
が
止
ん
で
水
の
引
い
た

後
は
、
一
面
が
白
砂
の
広
野
だ

っ
た
と
あ
り
ま
す
。
平
成
の
現

代
で
も
、
こ
の
一
帯
は
土
木
工

事
で
掘
り
返
す
と
、
50
セ
ン
チ

も
掘
れ
ば
、
川
砂
が
出
て
き
ま

す
。か
つ
て
の
氾
濫
の
証
で
す
。

　

天
神
橋
の
橋
そ
の
も
の
の
構

造
は
、
私
た
ち
が
知
る
昭
和
一

桁
時
代
か
ら
戦
後
埋
立
て
の
た

め
、
取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
、
写

真
で
見
る
か
、
ま
た
現
実
に
渡

っ
た
人
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
架
か
っ
て
い
た
古
い
橋
を

知
る
人
は
、
も
う
い
ま
せ
ん
。

そ
の
様
子
を
、
松
尾
氏
（
中
和

新
聞
の
元
記
者
）
は
、
次
の
よ

う
に
書
き
遺
し
て
い
ま
す
。「
か

つ
て
は
川
柳
に
囲
ま
れ
て
、
水

の
綺
麗
な
沼
池
、
そ
の
池
に
続

く
一
面
の
麦
畑
、
雑
木
と
女
笹

の
生
い
茂
る
土
堤
道
を
へ
だ
て

て
田
ん
ぼ
の
中
を
流
れ
る
小

川
、
大
日
堂
を
囲
む
竹
藪
・
雑

木
の
林
・
昼
な
お
通
行
の
な
い

土
地
で
、
天
神
橋
と
い
っ
て
も

手
す
り
の
な
い
小
さ
な
板
石
を

寄
せ
て
造
ら
れ
た
粗
末
な
も
の

で
、
川
の
出
水
ご
と
に
濁
流
は

橋
の
上
を
超
え
て
い
た
。
橋
の

西
結
北
側
の
竹
藪
の
中
に
大
師

堂
が
あ
り
、
川
に
沿
っ
て
竹
藪

が
長
く
北
に
続
い
て
そ
の
中

に
墓
地
（
※
廃
川
の
際
、
現
在

の
共
同
墓
地
に
移
す
）
が
あ

っ
た
。
当
時
（
※
た
ぶ
ん
明

冶
20
年
代
の
こ
と
）
は
、
天

神
橋
か
ら
本
町
ま
で
に
は
人

家
が
一
軒
も
無
か
っ
た
」
と
。

　

明
冶
・
大
正
時
代
は
、
専
立

寺
を
中
心
と
し
た
寺
内
町
と
、

取
引
所
を
中
心
と
し
た
池
ノ
町

界
わ
い
が
繁
栄
し
て
い
た
関
係

上
、
古
川
橋
の
往
来
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

初
期
、馬
冷
池
公
園
の
整
備
と
、

公
設
市
場
の
開
設
に
よ
り
、
天

神
橋
筋
商
店
街
が
繁
栄
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
古
川
橋

（
寛
政
橋
）
よ
り
も
天
神
橋
を

利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　

大
空
め
が
け
て
、
放
水
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

▼旧高田川五橋顕彰碑

6



　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品
の
購

入
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
契
約

内
容
、
品
質
な
ど
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け

つ
け
、
問
題
解
決
の
た
め
の
「
助
言
」
や

「
情
報
提
供
」
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

な
ど
、
自
力
で
事
業
者
と
の
交
渉
が
困
難

な
場
合
や
、
内
容
が
複
雑
な
場
合
な
ど
は
、

セ
ン
タ
ー
が
「
あ
っ
せ
ん
」
す
る
な
ど
、

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
に
、
消
費
者
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
、
啓
発
活
動
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

物
品
を
購
入
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
際
、
困
っ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
す
る
に
は

　

来
所
相
談
は
、
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

事
前
に
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
・
１
１
０
１　

内
線
２
７
４
）
へ
電
話

し
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
す
る
際
は
、
事
前
に
相
談

内
容
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
契
約
書
、
領
収
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
、
関
係
す
る
書
類
を
そ
ろ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
で
き
る
内
容

　

悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
、
製
品
の
安

全
性
に
関
す
る
相
談
な
ど
、「
消
費
生
活
」

全
般
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※�

た
だ
し
、
事
業
者
が
事
業
を
行
う
上
で

発
生
し
た
問
題
や
、
個
人
対
個
人
の
取

引
（
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
も
含
む
）

に
関
す
る
相
談
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

こ
ん
な
相
談
が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す○
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　
サ
イ
ト
の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
り
、

迷
惑
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
、

有
料
サ
イ
ト
の
登
録
完
了
画
面
が
表
示
さ

れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

○
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法

　
携
帯
な
ど
に
「
○
○
万
円
に
当
選
し
た
」

「
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
ら
報
酬
を
支
払

う
」
な
ど
の
メ
ー
ル
が
届
き
、
返
信
す
る

と
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
登
録

し
た
ら
メ
ー
ル
交
換
の
た
び
に
課
金
さ
れ

た
。

○
買
え
買
え
詐
欺
（
劇
場
型
勧
誘
）

　
複
数
の
人
物
が
登
場
し
、
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
最
先
端
技
術
、
土
地
利
用
権
な

ど
へ
の
投
資
の
勧
誘
を
受
け
た
。

　

過
去
に
被
害
に
あ
っ
た
人
は
「
二
次
被

害
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
点
検
商
法

　
屋
根
を
無
料
で
点
検
す
る
と
言
っ
て
、

訪
問
販
売
業
者
が
来
た
。「
瓦
が
ず
れ
て

い
る
。
早
く
修
理
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と

言
わ
れ
、
高
額
な
屋
根
工
事
を
契
約
さ
せ

ら
れ
た
。

○
講
習
会
商
法

　
近
く
の
仮
設
店
舗
で
健
康
に
つ
い
て

の
講
習
会
が
あ
り
、
楽
し
く
通
い
続
け
る

う
ち
に
高
額
な
健
康
食
品
や
健
康
器
具
を

買
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
未
成
年
者
の
ト
ラ
ブ
ル

◦
子
供
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
有
料

ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る
た
め
、
親
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。

◦
携
帯
電
話
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
、
高
額
な
利
用
料
を
請
求
さ
れ
た
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
を
反
映
し
な
が
ら
、
内
容
も
次
々
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
近
ご
ろ
は
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
ま
す
ま
す
複
雑
で
、

内
容
も
さ
ま
ざ
ま
。
被
害
も
大
き
く
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
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「
大
和
高
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

の
利
用
を

大
和
高
田
市
長
　
吉
田
誠
克

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
、
高
額
な
現
金
を

だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」

は
、
い
っ
こ
う
に
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
奈

良
県
で
は
、
平
成
24
年
５
月
に
、「
振
り

込
め
詐
欺
特
別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た
ま

ま
で
す
。「
架
空
請
求
は
が
き
」、「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
、
架

空
の
海
外
投
資
話
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
多
種
多
様
で

す
。
被
害
に
遭
う
の
も
、
高
齢
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
も
、
ま
た
、
被
害
に
あ
っ
た
時

の
解
決
に
、「
大
和
高
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」
を
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

　

大
和
高
田
市
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
が
で

き
た
の
は
、昭
和
51
年
４
月
で
す
。
そ
の
後
、

国
に
消
費
者
庁
が
で
き
、
本
市
で
は
「
地
方

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
」
を
活
用
し
、「
訪

問
販
売
お
こ
と
わ
り
う
ち
わ
」
や
「
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
を
作
り
、
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

の
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

22
年
４
月
に
は
、
基
金
を
活
用
し
、
相
談
日

を
週
４
日
に
拡
大
し
た
「
大
和
高
田
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
現
在
、
消
費

国民生活センター認定　　
　　　消費生活専門相談員

水野相談員　　　　　　平井相談員

「私たちが、　　　　　　　
　　相談をお受けします」
　市民みなさんが、安全で安心な消費
生活をするために、消費者被害の防止
や救済に努めています。相談するには
勇気がいるかもしれませんが、安心し
て相談してください。寄せられる相談
が蓄積されて、被害の未然防止等に役
立つ情報になります。私たち相談員は、
消費者の声をしっかり受け止めていけ
る、身近な存在をめざしていきたいと
考えています。

○
健
康
食
品
な
ど
の
送
り
つ
け
商
法

　
注
文
し
て
い
な
い
の
に
、
以
前
に
電
話

で
注
文
を
受
け
た
と
、
強
引
に
健
康
食
品

や
カ
ニ
な
ど
を
送
り
付
け
ら
れ
た
。

　

注
文
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
、「
受
取

拒
否
」
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
聞
購
読
契
約

　
訪
問
販
売
に
よ
る
新
聞
購
読
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル
。

　

長
期
契
約
や
、
先
づ
け
契
約
（
数
年
先

か
ら
の
契
約
）
は
慎
重
に
。
特
に
、
景
品

に
誘
惑
さ
れ
て
の
契
約
は
、
要
注
意
で
す
。

☆
高
齢
者
は
、
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

高
齢
者
は
、「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」の
、

３
つ
の
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
近
づ

き
、
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お
り
、
親
切
に

し
て
信
用
さ
せ
、
年
金
や
貯
蓄
な
ど
大
切

な
財
産
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
、
身
近
な
人
に
よ
る
「
見
守
り
」

が
大
事
で
す
。

◎�大和高田市消費生活
センター

▷相談日時
　月・火・木・金曜日
　午前10時～正午、
　午後1時～4時
　※�祝日・市役所の閉
庁日を除きます。

▷相談場所
　市役所３階
▷対象
　大和高田市に住所の
ある人〔消費生活センター　内線 274・314〕

生
活
相
談
員
２
名
が
、
相
談
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
中
に
、
２
８
６
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
相
談
員
は
、
高
齢
者
学
級
や

市
職
員
の
研
修
に
、
講
師
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
に
は
、「
消
費
者
教
育

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
成
立
し
ま

し
た
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
消
費
者
教
育

が
、
必
要
で
す
。「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

が
担
う
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
大
和
高
田
市
で
は
、「
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
充
実
し
、
持
続
的
に

「
消
費
者
行
政
」
に
取
り
組
み
、
市
民
の

安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
大
和
高
田
の
人
は
、
だ
ま
さ
れ
へ
ん

な
ぁ
」

と
業
者
が
舌
を
巻
く
よ
う
、
み
ん
な
で
賢

い
消
費
者
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。
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職種及び試験区分 採用予
定人員 受　　　験　　　資　　　格

一般事務職
身体障がい者対象　※ 1 1 名 昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法による高等学校を卒

業した人、又は平成 26 年 3 月卒業見込みの人

土木技術職 2 名
昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期大学、
高等学校の土木専門課程（農業土木を含む。）を卒業した人、又は平成 26
年 3 月卒業見込みの人

社会福祉士　※ 2 2 名 昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、社会福祉士資格を有する人

介護支援専門員 1 名
昭和 44 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、介護支援専門員として、常勤専
従 5 年の実務経験があり、保健師又は社会福祉士のいずれかの資格を有し、
かつ介護支援専門員資格を有する人　　

　「短期大学」には、高等専門学校及び学校教育法による専修学校の専門課程のうち、修業年限が２年以上であり、
かつ1600時間以上の授業の履修を義務付けている課程であって、当該履修の成果が授業科目の目標に達している
ことを、筆記試験その他の方法により認められることを卒業の要件とするものを含みます。

※１　�「一般事務職　身体障がい者対象」の受験資格については、上記の受験資格を有するとともに、次の全ての要
件を満たす人となります。

　　①　身体障害者手帳の交付を受け、その障がいの程度が１級から４級の人
　　②　自力で通勤でき、介護者なしに職務の遂行が可能な人
　　③　奈良県内に居住している人（通学等のため一時的に県外に居住している人を含む）
　　④　活字印刷文による出題に対応できる人

※２　社会福祉士のうち1名は、採用後、大和高田市立病院に配属します。

◎全ての職種において国籍は問いませんが、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　　（1）　成年被後見人または被保佐人
　　（2）　禁錮

こ

以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　　（3）　大和高田市職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
　　（4）　�日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又

はこれに加入した者
　　（5）　日本国籍を有しない人で、在留資格において就職等が制限されている者

平成26年度採用予定者の採用試験（再募集）を次のとおり行います。

1．　職種及び試験区分、採用予定人員、受験資格など

平成25年度

大和高田市職員採用試験案内
平成25年　12月25日　大和高田市職員採用試験委員会

9



２．　試験の日時･場所・試験の種類及び合格発表

区　分 第 1 次 試 験 第 2 次 試 験

日　時 平成 26 年 1 月 26 日㈰　午前 9 時から 平成 26 年 2 月 9 日㈰　午前 8 時 30 分から

場　所 大和高田市役所内 大和高田市役所内

試験の
対象と
種　類

◦全職種　一般教養試験
◦土木技術職　専門試験

◦全職種　　①　個別面接
　　　　　　②　小論文　

合格発表 平成 26 年 2 月初め 平成 26 年 2 月末ごろ

※　試験の内容に関する問い合わせについては、一切お答えできません。

見込みの人が、所定の時期までにこれを取得できなかった
場合は、その時点で採用候補者名簿（採用予定者、採用候補
者）から抹消します。�

（4）�　本市では、採用試験（合格者決定）を適正に執行するた
め、民間有識者で構成される「大和高田市職員採用試験検
討・監理委員会」を設置しています。�

６． 給与について
◦�平成25年4月1日現在の初任給月額は、大卒172,200円、短大
卒152,800円、高校卒140,100円で、他に扶養手当、地域手当、
住居手当、通勤手当、期末・勤勉手当等がそれぞれの条件に
応じて支給されます。
◦�ただし、現在、市の財政健全化に資することを目的に、一部
手当については減額措置を講じています。
◦�なお、初任給は、採用前の経歴などに応じて加算されること
があります。
◦�全ての職種の給料は、行政職給料表を適用します。

７． その他
◦�申込書の記載事項及び提出書類に不備がある場合は、お返
しすることがありますが、このために生じた申込の遅延等
には責任を負いませんので、受験手続には十分注意してく
ださい。
◦�受験資格がないことおよび申込書の記載事項が正しくない
ことが判明した場合には、合格を取り消すことがあります。
◦�この試験に関する提出書類は、一切お返しいたしません。な
お、提出書類等により取得した個人情報については今回の
職員採用試験の実施のためのみに用い、それ以外の目的に
は使用しません。また、大和高田市個人情報保護条例に基づ
き、適正に管理します。

�〔試験についての問い合わせ先〕
　〒６３５-８５１１　大和高田市大中１００番地１
　大和高田市役所 企画政策部人事課内
　「大和高田市職員採用試験委員会」　☎22-1101（内線212・213）
　　ホームページでも採用情報を掲載しています。
　　　　　　　http://www.city.yamatotakada.nara.jp

３． 受験手続
１、申込書の交付��
　職員採用試験申込書は、大和高田市役所人事課（市役所3階）
で交付します（大和高田市役所のホームページからダウン
ロードできます）。

２、受付期間及び受付場所
▷受付期間
　平成26年1月8日㈬～ 1月14日㈫まで（土日除く）
　午前9時～午後5時
▷受付場所　大和高田市役所人事課（市役所3階）
※郵送での受付はできません。必ず持参してください（代理可）

４．  提出書類 （①から④は全職種とも必要となります）
①職員採用試験申込書
②最終学校卒業（見込）証明書
③�写真2枚（3か月以内に撮影した上半身の写真〔縦4㎝　横3
㎝〕で、1枚は申込書に貼付し、もう1枚は受験票用に持参の
こと）
④�返信用封筒（〔長形3号：23.5cm×12.0cm〕に80円切手を貼付
し、住所宛名を記入のこと）
⑤資格証明書または免許証の写し
　�社会福祉士または介護支援専門員の受験者は、必要となり
ます。介護支援専門員の受験者は、保健師又は社会福祉士の
いずれかの資格証明書等及び介護支援専門員の資格証明書
が必要です。
⑥�身体障がい者対象の受験者は、身体障害者手帳の写しが必
要です。

５． 合格から採用まで　
（1）�　最終合格者は採用候補者名簿に登載し、次の区分により

採用します。
　①�採用予定者　平成26年4月1日付けで採用します。
　②�採用候補者　�平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

の間に欠員などが生じ、補充することが必
要であるときに限り採用します。

（2）�　採用候補者名簿の有効期間は、平成26年4月1日から平成
27年3月31日までです。

（3）�　最終合格者のうち、卒業見込みの人が平成26年3月末日
までに卒業できなかった場合並びに免許または資格取得
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産
婦
人
科
で
の
腹
腔
鏡
下
手

術
に
つ
い
て

　

現
在
、子し

宮き
ゅ
う

筋き
ん
し
ゅ腫
、卵
巣
の
う

腫
な
ど
の
良
性
疾
患
の
多
く
が
、

腹ふ
っ
こ
う
き
ょ
う
か

腔
鏡
下
手
術
で
行
わ
れ
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
、平
成
24
年
の
腹
腔

鏡
下
手
術
件
数
は
１
４
３
件
で
、

そ
の
内
訳
は
、腹
腔
鏡
下
卵
巣
腫

瘍
摘
出
術
が
82
件
、腹
腔
鏡
下
子

宮
全
摘
術
が
48
件
、腹
腔
鏡
下
子

宮
筋
腫
核
出
術
が
9
件
、腹
腔
鏡

下
子
宮
外
妊
娠
手
術
が
4
件
で

し
た
。特
に
腹
腔
鏡
下
子
宮
全
摘

術
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
卵
巣
腫
瘍
摘
出
術

の
場
合
、そ
の
多
く
を
、へ
そ
の
所

に
2.5
～
3
㎝
程
度
の
切
開
を
加

え
、も
う
1
か
所
側
腹
部
に
1
㎝

程
度
の
小
切
開
を
加
え
る
2
孔

式
で
行
っ
て
い
ま
す
。へ
そ
の
所
の

切
開
は
、へ
そ
の
中
に
切
開
を
加

え
る
た
め
、ほ
と
ん
ど
目
立
ち
ま

せ
ん
。

　

腹
腔
鏡
下
子
宮
全
摘
術
や
子

宮
筋
腫
核
出
術
で
は
、へ
そ
の
所

の
切
開
と
、側
腹
部
や
下
腹
部
に

3
か
所
小
切
開
を
加
え
る
4
孔

式
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
全
摘
術
で
は
、子
宮
は
腹

腔
内
で
摘
出
後
、腟
の
方
か
ら
取

り
出
し
ま
す
。ま
た
筋
腫
核
出
術

で
は
、モ
ル
セ
レ
ー
タ
ー
と
い
う

器
械
で
、筋
腫
を
細
切
し
つ
つ
、へ

そ
か
ら
取
り
出
し
ま
す
。最
近
で

は
、細さ

い
け
い
か
ん

径
鉗
子し

と
い
っ
て
、ほ
と
ん

ど
傷
跡
も
残
ら
な
い
よ
う
な
細

い
鉗
子
も
導
入
し
て
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
、筋
腫
の
大
き
さ
や
位
置

に
よ
っ
て
は
腹
腔
鏡
下
手
術
が

不
可
能
な
場
合
は
あ
り
ま
す
。た

だ
、出
来
る
だ
け
可
能
に
す
る
た

め
、投
薬
に
よ
っ
て
、女
性
ホ
ル
モ

ン
を
低
下
さ
せ
、一時
的
に
閉
経
状

態
に
し
て
、筋
腫
を
小
さ
く
す
る

治
療
を
術
前
に
行
っ
て
い
ま
す
。

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、術
後
経
過
も

楽
で
、早
期
退
院
、早
期
復
帰
が

可
能
に
な
り
ま
す
。希
望
す
る
人

は
、婦
人
科
外
来
に
相
談
に
来
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
頚
が
ん
の
現
状
に
つ
い
て

　

最
近
の
子
宮
頚
が
ん
患
者
数

は
上じ

ょ
う
ひ皮
内な

い

が
ん
を
含
め
年
間
約

2
万
人（
浸し

ん
じ
ゅ
ん潤
が
ん
1
万
人
）と

増
加
し
て
お
り
、死
亡
者
数
は
約

３
、５
０
０
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
若
年
子
宮
頚
が
ん
が

２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
2
～
3
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

妊
娠
年
齢
と
子
宮
頚
が
ん
年
齢

が
重
な
り
ま
し
た
。初
め
て
お
産

す
る
平
均
年
齢
と
上
皮
内
が
ん

の
平
均
年
齢
は
、と
も
に
29・5
才

で
す
。上
皮
内
が
ん
ま
で
で
あ
れ

ば
、子
宮
頸
部
を
円
錐
状
に
部
分

的
切
除
す
る
手
術
が
可
能
で
あ

り
、妊に

ん

孕よ
う

性（
妊
娠
の
し
や
す
さ
）

も
温
存
で
き
ま
す
。

　

当
院
で
は
レ
ー
ザ
ー
ま
た
は
電

気
メ
ス
で
円
錐
切
除
を
行
っ
て
お

り
、平
成
24
年
に
は
33
件
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

子
宮
頚
が
ん
検
診
が
大
切
で
す
。

　

日
本
で
は
、こ
の
検
診
の
受
診

率
が
非
常
に
低
く
て
、先
進
国

の
な
か
で
も
最
低
で
す（
日
本

30
％
、欧
米
70
％
）。

　

今
後
は
、現
行
の
細
胞
診
検
査

に
加
え
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
併
用
す

る
検
診
も
考
慮
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
も
、ク
ー
ポ
ン
券
等

を
利
用
し
、出
来
る
限
り
、子
宮

頚
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
産
婦
人
科
部
長
　
堀
江
清
繁
】

認
知
症
を
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、認
知
症
の
人
は
推
計
15
％
で
、

2
0
1
2
年
時
点
で
4
6
2
万
人
が
認
知
症
、
4
0
0
万

人
が
、
認
知
症
の
予
備
軍
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

問
題
は
、
み
な
さ
ん
や
、
み
な
さ
ん
の
家
族
に
も
起
こ
り
得
る

身
近
な
病
気
な
の
で
す
。
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
時
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
は
、
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

〈
認
知
症
の
種
類
〉

　

認
知
症
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
ど

れ
か
一つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
症
状
が
重
な
っ
て

出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◦
少
し
前
の
こ
と
を
忘
れ
る

◦
同
じ
物
を
、
何
度
も
買
っ
て
く
る

◦
季
節
感
の
な
い
服
装
を
す
る

◦
お
札
で
買
い
物
を
し
、
小
銭
が
増
え
る

◦
実
際
に
い
な
い
子
ど
も
や
虫
が
見
え
る
（
幻
視
）

◦
手
足
の
動
き
が
鈍
く
な
る
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最
近
の
子
宮
頚
が
ん
患
者
数

は
上じ

ょ
う
ひ皮
内な

い

が
ん
を
含
め
年
間
約

2
万
人（
浸し

ん
じ
ゅ
ん潤
が
ん
1
万
人
）と

増
加
し
て
お
り
、死
亡
者
数
は
約

３
、５
０
０
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
若
年
子
宮
頚
が
ん
が

２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
2
～
3
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

妊
娠
年
齢
と
子
宮
頚
が
ん
年
齢

が
重
な
り
ま
し
た
。初
め
て
お
産

す
る
平
均
年
齢
と
上
皮
内
が
ん

の
平
均
年
齢
は
、と
も
に
29・5
才

で
す
。上
皮
内
が
ん
ま
で
で
あ
れ

ば
、子
宮
頸
部
を
円
錐
状
に
部
分

的
切
除
す
る
手
術
が
可
能
で
あ

り
、妊に

ん

孕よ
う

性（
妊
娠
の
し
や
す
さ
）

も
温
存
で
き
ま
す
。

　

当
院
で
は
レ
ー
ザ
ー
ま
た
は
電

気
メ
ス
で
円
錐
切
除
を
行
っ
て
お

り
、平
成
24
年
に
は
33
件
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

子
宮
頚
が
ん
検
診
が
大
切
で
す
。

　

日
本
で
は
、こ
の
検
診
の
受
診

率
が
非
常
に
低
く
て
、先
進
国

の
な
か
で
も
最
低
で
す（
日
本

30
％
、欧
米
70
％
）。

　

今
後
は
、現
行
の
細
胞
診
検
査

に
加
え
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
併
用
す

る
検
診
も
考
慮
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
も
、ク
ー
ポ
ン
券
等

を
利
用
し
、出
来
る
限
り
、子
宮

頚
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
産
婦
人
科
部
長
　
堀
江
清
繁
】

障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

131

　

明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
、

と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
私
た
ち
は
、障
が
い
者
で
あ
る
前

に
人
間
で
す
」

　

こ
れ
は
1
9
7
3
年
、ア
メ
リ

カ
で
開
か
れ
た
知
的
障
が
い
者
の

集
会
で
、あ
る
少
女
が
言
っ
た
言
葉

で
す
。

「
何
人
も
、障
が
い
者
に
対
し
、虐

待
を
し
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う

こ
と
で
、一昨
年
に
障
が
い
者
虐
待

防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
が
で
き
た
の
は
、あ
る

知
的
障
害
者
更
生
施
設
で
の
虐
待

事
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、家
庭
で
世
話
を
す

る
の
が
困
難
な
、重
度
知
的
障
が

い
者
を
預
か
る
有
料
施
設
で
す
。

　

そ
こ
で
働
く
職
員
数
人
、あ
ろ

う
こ
と
か
幹
部
職
員
ま
で
も
が
虐

待
を
し
て
い
た
の
で
す
。日
々
行

わ
れ
る
暴
力
を
止
め
よ
う
と
し
た

職
員
や
、入
所
者
に
す
ま
な
い
と

思
い
な
が
ら
、次
々
と
退
職
し
て

い
っ
た
職
員
も
い
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
の
家
族
も
、つ
ら
い

状
況
は
同
じ
で
し
た
。他
の
施
設

で
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
た
重
度

障
が
い
者
は
、追
い
出
さ
れ
た
ら

も
う
行
く
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。と

て
も
、施
設
に
抗
議
す
る
こ
と
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、法
務
局
の
立
ち
入
り

調
査
で
事
件
が
発
覚
し
、虐
待
し

て
い
た
職
員
と
施
設
長
は
、裁
判

で
有
罪
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
や
職
場
、障
が
い
者

が
い
る
家
庭
で
、虐
待
を
発
見
し

た
ら
、す
ぐ
さ
ま
通
報
す
る
義
務

も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。告
発
者
が

不
当
な
解
雇
な
ど
を
受
け
な
い
た

め
に
、匿
名
性
も
守
ら
れ
ま
す
。被

害
者
家
族
は「
受
け
た
傷
は
消
え

な
い
け
れ
ど
、こ
れ
で
他
の
障
が

い
者
が
救
わ
れ
る
」と
語
り
ま
す
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、障
が

い
者
の
身
近
に
い
る
人
だ
け
の
法

律
で
し
ょ
う
か
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
障
が
い
者
と
触

れ
合
う
機
会
は
、増
え
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
一人
一人
が
、障
が
い
者
の

尊
厳
を
守
り
、障
が
い
者
と
接
す

る
こ
と
で
、誰
も
が
幸
せ
な
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

年
の
初
め
に
、も
う
一度
、こ
の
言

葉
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
私
た
ち
は
、障
が
い
者
で
あ
る

前
に
人
間
で
す
」

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

◦
意
欲
が
低
下
す
る

◦
急
に
、
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
す
る

◦
人
の
物
と
自
分
の
物
の
区
別
が
つ
か
な
い

〈
早
期
発
見
が
大
切
で
す
〉

　

認
知
症
は
、
う
つ
病
や
難
聴
な
ど
と
も
混
同
さ
れ
や
す
い
の

で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
専
門
医
に
か
か
る
の

が
理
想
で
す
。
認
知
症
の
診
断
は
、
精
神
科
や
神
経
内
科
、

脳
神
経
外
科
な
ど
の
診
療
科
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
「
も
の
忘
れ

外
来
」
や
「
認
知
症
外
来
」
を
行
っ
て
い
る
病
院
も
あ
る
の
で
、

本
人
が
直
接
受
診
に
行
く
の
が
難
し
い
場
合
は
、
ま
ず
は
家
族

の
人
だ
け
に
で
も
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
県
内
の
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
（
基
幹
型
セ
ン

タ
ー
）、
秋
津
鴻
池
病
院
（
地
域
型
セ
ン
タ
ー
）、
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
し
ぎ
さ
ん
病
院
（
地
域
型
セ
ン
タ
ー
）
で
す
。

　

認
知
症
の
症
状
の
現
れ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
医
師
の
前

で
は
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
受
け
答
え
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
ど

の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
る
の
か
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
き
な
り
専
門
医
に
か
か
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
場
合
は
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
本
人
の
身

体
の
状
態
や
病
歴
、
普
段
の
様
子
も
把
握
し
て
い
る
の
で
、
認

知
症
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
専
門

医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
に
つ
い
て
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、

市
役
所
1
階
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課
　
内
線
5
5
8
〕
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平
成
25
年
11
月
に
タ
イ・バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
、「
パ

ラ・ア
ー
チ
ェ
リ
ー
世
界
大
会
選
手
権
」に
、仲
喜
嗣
さ
ん
が

日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。仲
さ
ん
は
、9
月

に
開
催
さ
れ
た「
全
国
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大

会
」や
、「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
も
優
勝
す
る
な
ど

の
好
成
績
を
収
め
、全
日
本
の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、２
０
２
０
年
の
東
京

で
開
催
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ラ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
　
　
　
世
界
大
会
出
場

仲
　
喜
嗣
さ
ん

市
役
所
で
職
場
体
験

　

11
月
25
日
か
ら
29
日

ま
で
、県
立
高
等
養
護
学

校
２
年
生
の
地
主
充
一
さ

ん
が
、広
報
情
報
課
で
職

場
体
験
を
し
ま
し
た
。美

術
が
好
き
な
地
主
さ
ん
に

は
、２
０
１
４
年
の
干
支
の

絵
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。こ
の
絵
は
、今
号
の
イ

ラ
ス
ト
と
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

市役所ロビーで行われる、クリスマス
キャロリングの飾り付けも作りました

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
絵
本
『
ピ
ッ

キ
ー
と
ポ
ッ
キ
ー
』
か
ら
、
20
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
3

作
目
に
な

る
今
作
品

は
、
友
だ

ち
み
ん
な

で
俳
句
作

り
を
楽
し

み
ま
す
。

あ
ら
し
や
ま
こ
う
ざ
ぶ
ろ
う 

作

　

あ
ん
ざ
い
み
ず
ま
る 

絵
／
福
音
館
書
店

『
ピ
ッ
キ
ー
と
ポ
ッ
キ
ー
の
は
い
く
え
ほ
ん

　

お
し
ょ
う
が
つ
の
ま
き
』

1月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
い
ち
ば
ん
で
ん
し
ゃ
の
う
ん
て
ん
し
』

	

た
け
む
ら
せ
ん
じ 

作
　
お
お
と
も
や
す
お 

絵
／
福
音
館
書
店

『
図
書
館
の
ト
リ
セ
ツ
』

	

福
本
友
美
子 

作
　
江
口
絵
理 

作
／
講
談
社

『
黒
田
官
兵
衛
︱
天
才
軍
師
こ
こ
に
あ
り
︱
』

	

藤
咲
あ
ゆ
な 

作
／
ポ
プ
ラ
社

『
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
彗
星
の
ひ
み
つ
』

	

縣 

秀
彦 

著
／
幻
冬
舎
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

『
至
高
の
営
業
』

	

杉
山
大
二
朗 

著
／
幻
冬
舎

『
ジ
ャ
ー
ニ
ー
･
ボ
ー
イ
』

	

高
橋
克
彦 

著
／
朝
日
新
聞
出
版

◎おはなし会
かい

▽とき　1月11日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
 
  ● おはなし  『北

ほくとしちせい

斗七星』

  ● 絵
え

本
ほん

  『あとかくしのゆき』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　1月25日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 絵
え

本
ほん

  『あおくんときいろちゃん』

  ● おはなし  『にんじんとだいこんとごぼう』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

1月の新着図書

◎
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？

　

数
多
い
絵
本
の
中
か
ら
、
１
冊
を

選
ぶ
の
は
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

大
き
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
も
さ
ま
ざ

ま
。
そ
こ
で
今
回
は
、
視
覚
的
に
楽

し
め
る
絵
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど

ん
な
ふ
う
に
「
視
覚
的
」
な
の
か
は

…
。
読
ん
で
か
ら
の
お
楽
し
み
！

『
よ
かっ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

改
訂
版
』

（
レ
ミ
ー
･
チ
ャ
ー
リ
ッ
プ 

作

　

八
木
田
宜
子 

訳
／
偕
成
社
）

　

良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
交
互
に

展
開
さ
れ
る
冒
険
物
語
で
す
。
英

文
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
作

の
よ
さ
も
楽
し
め
ま
す
。

『
う
え
に
は
な
あ
に

　
　
　
　
　
し
た
に
は
な
あ
に
』

（
ロ
ー
ラ・Ｍ
．シ
ェ
ー
フ
ァ
ー 

作

バ
ー
バ
ラ・バッ
シ
ュ 

絵　

木
坂
涼 

訳
）

　

上
へ
上
へ
と
旅
す
る
か
と
思
え
ば
、

今
度
は
下
へ
下
へ
…
。
大
き
さ
は
、

特
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、
内

容
は
と
て
も
壮
大
な
の
で「
大
き
く
」

感
じ
る
絵
本
で
す
。

『
こ
の
あ
か
い
え
ほ
ん
を

　
　
　
　
　
ひ
ら
い
た
ら
』

（
ジ
ェ
シ
ー
･
ク
ラ
ウ
ス
マ
イ
ヤ
ー 

作

ス
ー
ジ
ー・リ
ー 

絵　

石
津
ち
ひ
ろ 
訳

／
講
談
社
）

　

次
々
と
絵
本
が
登
場
し
、
開
か
れ

て
い
き
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な
し
か
け
で

す
が
、大
人
も「
う
む
っ
�
」と
見
入
っ

て
し
ま
い
、
子
ど
も
と
と
も
に
楽
し

め
る
絵
本
で
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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